
新型コロナウイルス感染症対策に係る

東京都の取組

― 第１波から第７波までの状況と成果 ―

東京都新型コロナウイルス感染症対策本部

令和４年10月27日改訂版



都の新型コロナウイルス感染症対策の基本スタンス

変異株等による新たな感染の波が生じた場合でも、これまでの知見と経験に基づき、状

況に応じた機敏な対策を総力を挙げて講じることで、新型コロナウイルス感染症を乗り

越えていく。

○ 何よりも大切な都民一人ひとりの命と健康を守るため、

国、区市町村、保健所、医療機関等と連携し、東京の総力を挙げて感染拡大を防止

○ 甚大な影響を受けた都民・事業者の生活と事業活動を支えるため、

多面的な支援により、セーフティネットを充実・強化

○ 感染拡大防止のため、人流抑制や基本的な感染防止対策を徹底する「守りの対策」、

ワクチンや治療薬という武器による「攻めの対策」を実施するとともに、

社会経済活動との両立を図るための対策を実施

100年に１度の未曾有の危機とも言われる新型コロナウイルス感染症との闘いはおよそ２年

半にわたり続いている。この長きにわたる闘いの間、東京都は以下のスタンスを基軸に対策

を講じてきた。
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（感染状況・医療提供体制）

➢ 令和２年１月、入国者等の陽性例を確認

➢ 無症状の陽性者も多数報告

➢ 飲食店等や、スポーツジム等の屋内施設、さらに医
療機関、福祉施設等でもクラスターが発生

➢ 感染経路が不明な新規陽性者や濃厚接触者が急増し
たことにより、検疫・検査・医療提供体制や保健所
業務が逼迫

➢ 全国の新規陽性者数の３割が都内で発生

➢ 爆発的な感染拡大（オーバーシュート）を免れ、新
規報告数は減少に転じた

（都民・事業者の状況）

➢ 令和２年１月、都内で初の感染者が確認されて以来、
未知のウイルスに対する都民や事業者の不安は刻々
と拡大

➢ 基本的感染防止対策としてマスクや消毒液の需要が
急増したこと等により、マスク等物資の不足も生じ、
混乱がより深刻化

➢ 感染症の影響によって経営不振に陥った企業で、新
卒内定者の内定が取消される例が多数発生し、雇用
情勢は悪化

第Ⅰ期（令和２年１月～６月 うち第１波（４月～５月））

特徴
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※ 累計期間：令和２年４月１日～令和２年５月31日

未知のウイルスの脅威

【東京】最大感染者数:206人(4/17) 新規陽性者数(累計):  4,705人 死者数(累計):289人
【全国】最大感染者数:644人(4/11) 新規陽性者数(累計):14,600人 死者数(累計):832人
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第Ⅱ期（令和２年７月～10月 うち第２波（７月～８月））

（感染状況・医療提供体制）

➢ 接待を伴う飲食店などの繁華街、いわゆる「夜の
街」を中心とした急速な感染の拡大、若者への感染
の拡大

➢ 感染経路が多岐にわたり、感染経路が不明な者の割
合が高い

➢ 令和２年７月～８月にかけて、第１波を超える新規
陽性者の発生により、保健所業務がさらに逼迫

➢ 院内感染が発生したものの、第１波のような大規模
なクラスターの発生は見られなかった

（都民・事業者の状況）

➢ 外出自粛等の要請の終了後、夜間の繁華街で20代、
30代の若者を中心に飲食店等の利用者が増加

特徴
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※ 累計期間：令和２年７月１日～令和２年８月31日

緊急事態宣言の解除に伴うリバウンドが発生

【東京】最大感染者数:   472人(8/1)  新規陽性者数(累計):14,589人 死者数(累計): 38人
【全国】最大感染者数:1,597人(8/7) 新規陽性者数(累計):49,354人 死者数(累計):322人
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第Ⅲ期（令和２年11月～令和３年３月 うち第３波（11月～３月））

（感染状況・医療提供体制）

➢ 第２波から新規陽性者数が十分に減少せず、これま
で経験したことのない速度で急激に感染が拡大

➢ 新規陽性者、重症者ともに、第１・２波と比べ大幅
増（2,000人/日を超える新規陽性者の発生）

➢ 新規陽性者を年代別にみると、重症化リスクの高い
高齢者が増加、医療提供体制が逼迫

➢ 感染経路別にみると会食が多かった第２波と異なり、
家庭内感染の割合が増加

➢ 年末年始の帰省やイベントにより、会食機会が増加
し、感染拡大へとつながった

（都民・事業者の状況）

➢ 「Go To トラベル」（10月１日～12月28日）、「Go 
To Eat」（11月20日～11月26日）のキャンペーン等
を実施

➢ 年末で人の動きが活発になり懇親会・会食等が増加

➢ 国の分科会において、感染リスクの高まる５つの場
面（飲食を伴う懇親会等、大人数や長時間に及ぶ飲
食等）を提言

特徴
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※ 累計期間：令和２年11月１日～令和３年３月31日

年末の会食等の増加による感染拡大

【東京】最大感染者数:2,520人(1/7) 新規陽性者数(累計):  89,904人 死者数(累計):1,315人
【全国】最大感染者数:8,045人(1/8) 新規陽性者数(累計):372,537人 死者数(累計):7,394人
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第Ⅳ期（令和３年４月～10月 うち第４波（４月～６月））

（感染状況・医療提供体制）

➢ 従来株より感染力の強い変異株（アルファ株）の発
生により、若い世代を中心に感染が拡大

➢ 病院、有料老人ホーム、通所介護の施設等や、保育
園、大学運動部の活動及び寮などで、クラスターが
発生

➢ 第３波の経験を踏まえ、アルファ株への警戒を強化

（都民・事業者の状況）

➢ コロナとの闘いが１年以上にわたり、経営や事業活
動、売上高への影響が続き、事業者にとっては厳し
い経営環境が長期化

➢ 年度替わりの時期に、週末を中心に主要駅や繁華街、
花見の名所等で多くの人出があったことなどにより、
感染者が増加したことに加え、ＧＷに向け、人の流
れの更なる増加が懸念

特徴
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※ 累計期間：令和３年４月１日～令和３年６月30日

新たな敵（アルファ株）との闘い

【東京】最大感染者数:1,121人(5/8)  新規陽性者数(累計): 52,923人 死者数(累計):  464人
【全国】最大感染者数:7,244人(5/8) 新規陽性者数(累計):324,133人 死者数(累計):5,617人
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第Ⅳ期（令和３年４月～10月 うち第５波（７月～10月））

（感染状況・医療提供体制）

➢ 感染力が強く重症化リスクの高い変異株（デルタ
株）への置き換わりが急速に進行したことにより、
救急医療も逼迫

➢ 40代から60代までを中心に、新規陽性者数が急増、
重症者数が高い水準で推移

➢ 高齢者のワクチン接種が進んだことで、陽性者・入
院患者は高齢者から中高年層や若年層へと拡大

（都民・事業者の状況）

➢ 営業時間短縮等の要請を行っている20時以降のハイ
リスクな時間帯（22時～24時）を含め、都内主要繁
華街における夜間滞留人口は高い水準で推移

➢ ほとんどの都内飲食店等
が要請に協力する一方、
深夜まで営業する飲食店
等も一部存在

-28-

20時以降開店

4%

20時以降閉店

96%

＜都内飲食店等の20時までの時短要請協力状況＞

特徴

※ 累計期間：令和３年７月１日～令和３年10月31日

重症化リスクの高いデルタ株との闘い

【東京】最大感染者数:  5,908人(8/13)   新規陽性者数(累計):207,704人 死者数(累計):  913人
【全国】最大感染者数:25,975人(8/20) 新規陽性者数(累計):919,739人 死者数(累計):3,484人
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第Ⅴ期（令和３年11月～令和４年５月 うち第６波（令和４年１月～５月））

（感染状況・医療提供体制）

➢ これまでで最も感染力の強い変異株（オミクロン
株）により、新規陽性者が急激に増加（最大時
20,000人/日超）

➢ 過去最大の感染状況となる中、エッセンシャルワー
カーの欠勤等により、事業継続が困難となるなどの
影響

➢ 家庭内感染の増加等により、子供、重症化リスクの
高い高齢者への感染が拡大

➢ オミクロン株の亜種 BA.2の発生もあり、感染状況の
減少傾向は緩やかとなったが、第３波、第５波と比
較して、死亡率が低い傾向

（都民・事業者の状況）

➢ 陽性者や濃厚接触者の増加により、社会インフラを
担う幅広い業種において、欠勤者の急増による事業
・社会活動の停滞の恐れ

➢ 特に同居家族が感染し、濃厚接触者となった場合、
当初は感染者が無症状でも２週間の自宅待機が必要
となり、企業等で従業員の人手不足が懸念

特徴
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※ 累計期間：令和４年１月１日～令和４年５月31日

これまでで最も感染力の強いオミクロン株への対応

【東京】最大感染者数:  21,562人(2/2) 新規陽性者数(累計):1,157,157人 死者数(累計): 1,375人
【全国】最大感染者数:104,520人(2/1) 新規陽性者数(累計):6,854,217人 死者数(累計):12,317人
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第Ⅵ期（令和４年６月～ うち第７波（令和４年６月～））

（感染状況・医療提供体制）
➢ オミクロン株の亜種BA.2より感染性が高いとされる

BA.5への置き換わりが進み、新規陽性者が爆発的に
増加（最大時40,000人/日超）

➢ 過去最大の感染状況となる中、陽性となった医療従
事者の欠勤等により、十分に人員を配置できない状
態が長期化するなど医療機関の負担が増大

➢ 入院患者数が過去最多となる一方で、これまでの他
の波と比較して、死亡率は低い傾向

（発生届の全数届出の見直し）
➢ 国が、発熱外来や保健所業務が極めて切迫した地域

において、緊急避難措置として、発生届を重症化リ
スクのある方に限定することを可能とする措置を実
施（8月25日～9月25日）

➢ 国が「With コロナに向けた政策の考え方」を決定し、
オミクロン株の特性を踏まえて、高齢者等重症化
リスクの高い方を守るため、発生届の対象を限定し、
保健医療体制の強化、重点化を進めていく取扱いを
全国一律で適用（9月26日～）

（都民・事業者の状況）
➢ 「もっとTokyo」をトライアル実施（6/10～7/31、

9/1～）
➢ 「３年ぶりの行動制限のない夏休み」として、お盆

休み中の帰省者等が大幅に増加
➢ 陽性者や濃厚接触者の大幅な増加により、インフラ

事業者の事業継続に影響

特徴
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※ 累計期間：令和４年６月１日～令和４年９月30日

オミクロン株BA.5による爆発的な感染状況への対応

【東京】最大感染者数:  40,395人(7/28) 新規陽性者数(累計):  1,628,034人 死者数(累計): 1,372人
【全国】最大感染者数:261,004人(8/19) 新規陽性者数(累計):12,428,220人 死者数(累計):14,093人
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全体の対応等 感染拡大防止対策 医療提体制等の確保 経済対策・セーフティネット強化

R２年
１月 ・都内初の感染者確認（24日） ・危機管理対策会議開催（24～29日）

・新型コロナウイルス対策本部を設
置（30日）

・コールセンターの設置（29日）
・武漢からの帰国者の一部を都立・公
社病院へ受入れ（29日）

・中小企業者等特別相談窓口
の設置（30日）

２月

・緊急対策第１弾
（補正予算①・②）公表（18日）
・緊急対策第２弾公表（26日）

・健康安全研究センターの検査体制拡充
・民間検査機関の活用による検査可能
件数の拡大
・都主催イベント、都立施設の休止等

・新型コロナ受診相談窓口・新型コロナ外
来の開設（7日）
・都内病院に病床確保等を要請
・都立・公社病院の患者受入拡大

３月

・緊急対策第３弾公表（12日）
・補正予算③（31日）

・学校臨時休業（2日～5月31日）

・知事会見（25日）
「感染爆発の重大局面」

・都立・公社病院の重症患者受入
体制強化

・緊急融資制度の創設（6日）
・ﾃﾚﾜｰｸ助成金募集開始(6日)

・生活福祉資金特例貸付の
受付開始（25日）

４月

・新型コロナ対策条例制定（7日）
・緊急対策第４弾公表（15日）
・補正予算④（6日）・⑤（15日）

・緊急事態措置等の実施
（外出自粛・飲食店への時短要請等）
・STAY HOME週間（25日～5月6日）
・（補正予算）検査自己負担分を都が負担

・宿泊療養施設運用開始（7日）
・患者情報管理センターの立上げ（30日）
・病床3,300床を確保
・（補正予算）新型コロナ外来運営経費支援

・感染拡大防止協力金の創設を公表
（10日）
・（補正予算）飲食事業者業態転換支援
・（補正予算）中小企業制度融資の拡充
（以後、随時拡充）

５月

・補正予算⑥（5日）・⑦（19日）

・新型コロナウイルス感染症を乗り
越えるためのロードマップ公表（22日）
・「ステップ１」（26日）

・宿泊療養施設2,865室を確保 ・実質無利子融資の開始（1日）

・（補正予算）生活福祉資金特例貸
付原資の追加（以後、随時追加）

６月

・「ステップ２」（1日）
・「第２波に備える新たな対応」
とりまとめ（11日）
・「ステップ３」（12日）
・新たなﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ項目公表（30日）

・東京アラート発動（2日～11日）
・感染防止対策徹底宣言ステッカー
発行開始（12日）
・「東京都版コロナ見守りサービス」
運用開始（12日）

・ガイドライン等に基づく取組を行
う中小企業等の支援の開始（18
日）

第Ⅰ期（令和２年１月～６月）における主な対策
～未知のウイルスに対し、感染拡大を食い止めるべく、人と人との接触削減（８割）を徹底～

未知のウイルスへの不安が広がる中、都庁内の体制や相談窓口等を整備

感染拡大局面において、８割の接触削減を目指した徹底的な人流抑制等を推進

感染者の減少を受けて、その後の経済社会活動と感染症防止の両立に向けた取組を提示

緊
急
事
態
宣
言

4/7～5/25

-６-

休業・時短要請
（4/11～6/18まで延長）
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全体の対応等 感染拡大防止対策 医療提供体制等の確保 経済対策・セーフティネット強化

７月

・「東京都版CDC」創設準備の公
表（6日）
・新たなモニタリング指標による分
析の本格稼働（9日）
・補正予算⑧（9日）・⑨（31日）

・（補正予算）医療機関及び介護・
障害・児童福祉施設等における感
染症対策を支援
・知事会見（15日）「感染拡大
警報」

・知事会見（30日）「感染拡大
特別警報」

・（補正予算）医療機関臨時支援
金
・（補正予算）医療従事者等に対す
る慰労金

・宿泊療養施設の追加開設
（16日、23日、29日、31日）
・保健所支援拠点の設置（20日）

・（補正予算）中小企業等への
家賃等支援給付金

８月

・感染症対策条例改正（1日）
（店舗等へのステッカー掲示等を
規定）
・補正予算⑩（31日）

・知事会見（6日）
「夜の繁華街への外出自粛」
「都外への旅行や帰省の自粛」

・都立･公社病院でコロナ病床約
1,000床を確保する方針公表（7日）
・宿泊療養施設3,044室を確保

・「営業時間短縮に係る感染拡
大防止協力金」の支給（3日）

９月
・補正予算⑪（3日）・⑫（24日） ・（補正予算）高齢者施設等

におけるPCR検査等経費を支援
・コロナ専用医療施設の開設
（東海大学医学部付属東京病院）
・保健所支援機能の強化
（トレーサー班の設置）

・雇用安定化就業支援事業を
開始（28日）
・倒産防止特別相談窓口設置
（28日）

１０月

・「東京iCDC」立ち上げ（１日）
・感染症対策条例改正（15日）
（都及び都民等の具体的責務の
規定）

・高齢者の季節性インフルエンザ
予防接種への補助

・ペット同伴者用の宿泊療養施設
の開設（9日）
・宿泊療養施設3,251室を確保

・「Go To トラベル」東京都への
適用開始（1日）
・「もっとTokyo」の販売開始
（23日）

新たなモニタリング会議により、専門家の議論・分析等を踏まえた対策を推進する体制を整備

第２波の到来に対し、検査体制・保健所支援機能の拡充や、病床・宿泊療養施設の確保などを実施

感染者が減少傾向へ転じた後、秋冬の感染症流行期を見据えた対策を推進

時短要請（8/3～8/31。特別区内のみ9/15まで延長）

-７-

第Ⅱ期（令和２年７月～10月）における主な対策
～「ウィズコロナ」という新たなステージに合わせた対策を推進～
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全体の対応等 感染拡大防止対策 医療提供体制等の確保 経済対策・セーフティネット強化

１０月
末

・「新型コロナウイルス感染症と季節性イ
ンフルエンザの同時流行を見据えた都の
取組」公表（30日）

・「新型コロナ受診相談窓口」の運営を終
了し、「発熱相談センター」を開設（30日）
・診療・検査医療機関の指定
（約2,400か所）

１１月

・補正予算⑬（17日）⑭（25日） ・知事会見（19日）「５つの小」
・知事会見（25日）「感染対策短期集中」
・検査処理能力約6.8万件／日を確保

・（補正予算）年末年始の診療・検査体制
の確保
・保健所支援機能の強化（トレーサー班
の拡充）

・東京における「Go To Eat」
一時停止（27日）
・「もっとTokyo」新規予約停止（28日）

１２月

・補正予算⑮（14日） ・知事会見（17日）「年末年始
コロナ特別警報」
・変異株スクリーニング検査開始（28日）

・コロナ専用医療施設（旧府中療育セン
ター）開設（16日）
・病床3,500床、宿泊療養施設3,961室を
確保

・「Go To トラベル」利用自粛呼びか
け（2日）
・「年末特別」中小企業・雇用就業対
策の実施
・「Go To トラベル」全国一斉停止（28
日）

Ｒ３年
１月

・一都三県で緊急事態宣言の
発出を政府に要請（2日）
・鉄道の終電時刻繰り上げの前倒し
を鉄道事業者・国交省に要請
・補正予算⑯（7日）⑰（29日）
・当初予算⑱（29日）

・緊急事態措置等の実施（外出自粛、飲
食店への時短要請等）

・都立・公社３病院のコロナ重点病院化
（13日）
・保健所支援機能の強化（トレーサー班
の拡充）
・病床4,700床、宿泊療養施設4,947室を
確保

・「中小企業等による感染症対策助
成事業」を開始（4日）
・協力金の店舗ごとの支給（8日）
・協力金の支給対象を大企業にも拡
大（22日）

２月
・補正予算⑲（5日）
⑳・㉑（18日）

・都、区市町村、医師会等によるワクチン
チーム発足（3日）

・後方支援病院への支援開始
・病床5,000床、宿泊療養施設6,010室を
確保

・都内の特産品販売の特設ページを
開設（26日）

３月

・補正予算㉒（5日）
㉓・㉔（24日）

・ワクチン副反応相談センター開設（1日）
・医療従事者等接種開始（4日）
・コロナ対策リーダー開始（22日）

・保健所支援機能の強化（トレーサー班
の拡充）
・病床5,048床、宿泊療養施設6,010室を
確保

・「中小企業等による感染症対策助
成事業」の充実

年末年始にかけての感染者の大幅な増加に対し、あらゆる方面からの方策で対応

第Ⅲ期(令和２年11月～令和３年3月）における主な対策
～かつてない規模に拡大した第３波に対し、あらゆる方面からの方策で対応～

新型コロナとインフルエンザとの同時流行を見据えた、冬期における取組を実施

時短要請（11/28～4/24まで延長）

感染者の減少が下げ止まる中、ワクチン接種やリバウンド防止に向けた対策を推進

緊
急
事
態
宣
言

1/7～3/21

-８-
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全体の対応等 感染拡大防止対策 医療提供体制等の確保 経済対策・セーフティネット強化

４月

・補正予算㉕（9日）
・まん延防止等重点措置の実施
（23区及び多摩6市・12日～24日）

・緊急事態宣言の発出を政府に
要請（21日）
・補正予算㉖（23日）

・知事会見（9日）「新たな局面」
・「徹底点検TOKYOサポートプロジェ
クト」開始（12日～）

・知事会見（23日）「おさえる」
・検査処理能力約9.7万件／日
・Ｌ452Ｒ変異株スクリーニング検査開
始（30日～）

・ワクチン集団接種会場として都有施
設を提供（4/1～）
・200施設、1,000床の後方支援病院確保

・自宅療養者への医療支援体制の強
化（20日）
・都立・公社病院の後遺症相談窓口
を8病院に拡大（26日）

・住まいを失った方への一時宿泊
場所の提供
・事業規模に応じた協力金の支
給
・大規模施設に対する協力金の
支給
・休業の協力依頼に応じた中小
企業、個人事業主に対する都独
自の支援金制度を創設

５月

・補正予算㉗（7日）

・補正予算㉘（17日）

・補正予算㉙・㉚（28日）

・知事会見（7日）
「人流抑制」
「ポイントを押さえた対策」
「先を見据えた備えの対策」
・テレワークマスター企業支援事業の
開始（12日）
・知事会見（28日）
「リバウンドを何としても阻止」

・GW期間中の診療・検査医療機関等
への支援を実施（1日～5日）
・病床5,594床、宿泊療養施設5,708室
を確保
・ワクチン接種促進に向け、地域の診
療所等への協力金支給
・築地ワクチン接種センター開設を公
表（開設期間：6/8～6/30）

・中小事業者等月次支援給付金
の支給
・自殺防止相談やひとり親に対す
る支援体制を強化・充実

６月

・補正予算㉛（18日）

・まん延防止等重点措置の実施
（23区及び多摩市町・6/21～7/11）

・知事会見（18日）
「人流抑制」「基本的対策の徹底」
「ワクチン接種の加速」 ・都庁展望室ワクチン接種センターの

開設（北6/18 南6/25）
・回復期支援病院の確保
（約200施設・約1,000床）

・一定要件を満たした店舗で酒類
提供が可能に（2人以内・90分以
内・19時まで）（21日～）
・飲食店、大規模施設等への協
力金の支給
・中小事業者等月次支援給付金の支給

７月

・補正予算㉜（8日） ・知事会見（8日）都民の命･健康を守
る３つの柱（「飲食店対策」、「50代問
題対応」、「ワクチン接種の推進」）

・要請に応じない店舗への対策強化
（個別訪問等）

・入院待機ｽﾃｰｼｮﾝ開設（葛飾）
・新たな大規模接種会場（７か所）、大
学と連携した接種会場（青学大、一橋
大、都立大）を開設
・病床5,967床、宿泊療養施設5,703室
を確保
・回復期支援病院の確保 （約230施
設・約1,500床）

・飲食店、大規模施設等への協
力金の支給
・中小事業者等月次支援給付金
の支給

第Ⅳ期(令和３年４月～10月）における主な対策
～感染力の強い変異株の脅威に直面する中、医療提供体制の確保とワクチン接種の加速化を推進～

休業・時短要請（4/25～6/20）

緊
急
事
態
宣
言

4/25～6/20

-９-

時短要請（11/28～4/24まで延長）

時短要請（6/21 ～7/11）

7/12～9/30

休業・時短要請（7/12～ 9/30まで延長）

緊
急
事
態
宣
言
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全体の対応等 感染拡大防止対策 医療提供体制等の確保 経済対策・セーフティネット強化

８月

・補正予算㉝（12日）
・補正予算㉞（17日）

・知事ぶら下がり（17日）
「医療非常事態」「体制の構築」
・路上飲み対策の強化
・商業施設の人流５割削減に向けた業
界団体との連携

・酸素ステーション整備（都民の城）
・入院待機ステーション開設（八王子）
・抗体カクテル療法の活用
・宿泊療養施設約6,240室を確保
・訪問看護STと連携した自宅療養者へ
の健康観察の開始
・感染症法に基づく医療機関への要請
（病床確保、人員派遣等）
・若者対象の接種会場開設（渋谷）
・ワクチン接種率（12歳以上、31日現在）
（１回目：59.5% ２回目：45.1%）

・妊婦等のワクチン接種促進
・妊産婦等への支援の強化
（助産師によるオンライン相談、円
滑な入院調整等）

９月

・補正予算㉟（ 9日）

・補正予算㊱（17日）

・補正予算㊲（28日）

・繁華街や高齢者施設等における戦略
的・集中的な検査の継続
・学校や保育所等での検査体制の整
備

・知事ぶら下がり（28日）「リバウンドに
よる医療逼迫を避ける」

・大会施設を活用した酸素・医療提供ス
テーションの開設（築地・調布）
・入院待機ステーション開設（北）
・約9,200床の医療提供体制を確保
（病床6,651床、回復期支援1,785床、酸
素･医療提供ステーション620床等）
・都の大規模接種会場の対象を拡大
（都内在住在勤在学の全12歳以上）
・ワクチン接種率（30日現在）
（１回目：74.0% ２回目：64.1%）

・飲食店の経営基盤強化への支援
・観光事業者の収益力向上のため
の取組支援
・飲食店等に対する協力金の早期
支給（要請期間終了を待たずに支
給）

１０月

・リバウンド防止措置の実施
（1日～24日）
・補正予算㊳（4日）

・基本的対策徹底期間における対応
（10月25日～11月30日）

・商業施設における入場者整理、
イベントにおける人数上限等に沿った開
催や参加者の直行直帰等を要請
・感染防止対策を徹底した部活動の実
施、修学旅行等の延期

・知事ぶら下がり（21日）「家庭内での
換気が特に重要」
・教育活動に取り組む上で、ＰＣＲ検査
を活用できる体制を整備

・新たな大規模接種会場の開設
（渋谷、東京ドーム）
・都の大規模接種会場で予約なし接種
を実施（渋谷、行幸地下）
・中和抗体薬治療コールセンターの開
設

・ワクチン接種率（31日現在）
（１回目：81.7% ２回目：77.5%）

・認証店のみ酒類提供が可能に（1
テーブル4人以内・20時まで）（1日
～）
・飲食店への協力金の支給
・中小事業者等月次支援給付金の支給
・認証店について、5人以上で同一テー
ブルを使用する際に「TOKYOワクション
アプリ」又は接種証明書等の活用を推
奨（25日～）
・非認証店も酒類提供が可能に（1
テーブル4人以内・21時まで）（25日
～）

第Ⅳ期(令和３年４月～10月）における主な対策
～感染力の強い変異株の脅威に直面する中、医療提供体制の確保とワクチン接種の加速化を推進～

休業・時短要請（7/12～9/30まで延長）

-10-

時短要請（10/1～10/24）

緊
急
事
態
宣
言

7/12～9/30
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全体の対応等 感染拡大防止対策 医療提供体制等の確保 経済対策・セーフティネット強化

１１月

・補正予算㊴（25日） ・「三つの密」の回避等をはじめと
した基本的な感染防止策の徹底
について協力を依頼

・「都における今後のコロナ対策
の基本的な考え方」（25日）

・東京都医療人材登録データベー
スの設置

・ワクチン接種率（30日現在）
（１回目：83.6% ２回目：82.4%）

・「TOKYOワクションアプリ」開
始（1日）

１２月

・基本的対策徹底期間における対
応（１日～）
・オミクロン株に関する緊急対応
(３日)

・マスク着用等、基本的な感染防
止対策の更なる徹底を依頼
・テレワークや時差通勤等、人と
人との接触機会低減を依頼
・「換気の歌」（10日）
・都民に対する検査受検要請（25
日）

・行政検査体制の拡充
・宿泊療養施設受入居室数を積上
げ
・オミクロン株特別対応（病床確保
レベルの早期引上げ）
・高機能型酸素・ 医療提供ステー
ション（旧赤羽中央総合病院）設置
（13日）
・都の大規模接種会場における3
回目接種の開始（17日）
・ワクチン接種率（31日現在）
（１回目：84.3% ２回目：83.5%
３回目：0.3%）

・認証店について、9人以上大
人数で同一テーブルを使用す
る際に「TOKYOワクションアプ
リ」又は接種証明書等の活用
を推奨（１日～）
・非認証店は1テーブル4人以
内・酒類提供21時まで（１日
～）
・「テレワーク推進リーダー」制
度の開始（６日）
・緊急的な一時宿泊場所の提
供（27日～1月5日）

第Ⅴ期(令和３年11月～令和４年５月）における主な対策
～オミクロン株の特性を踏まえた対策を徹底し「感染は止める、社会は止めない」～
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全体の対応等 感染拡大防止対策 医療提供体制等の確保 経済対策・セーフティネット強化

１月

・オミクロン株の急速拡大に伴う緊
急対応（11日～20日）

・まん延防止等重点措置の実施
（１月21日～２月13日）
・補正予算㊵（28日）
・当初予算㊶（28日）

・混雑する場所などへの外出を控
えるなど感染リスクの高い行動を
控えるよう依頼

・知事ぶら下がり（19日）「感染は
止める、社会は止めない」
・不要不急の外出自粛を要請
・感染に不安を感じる都民に対し
て、検査を受けることを要請

・病床6,919床、宿泊療養施設
8,000室を確保

・感染拡大時療養施設（東京ス
ポーツスクエア）開設（25日）
・都庁南展望室ワクチン接種セン
ター開設（26日）
・自宅療養サポートセンター（うちさ
ぽ東京）の開設（31日）
・ワクチン接種率（31日現在）
（１回目：86.6% ２回目：85.9%
３回目：4.0%）

・受験総合相談窓口の設置
（13日～）

・飲食店への協力金の支給（１
グループ・１テーブル４人、認
証店：21時まで、酒提供可
（「20時まで、酒提供不可」との
選択制） 非認証店：20時まで、
酒提供不可）21日～）

２月

・まん延防止等重点措置（２月14
日～３月６日まで延長）

・補正予算㊷（17日）

・高齢者施設等を対象としたワク
チンバスの運行開始（14日）
・高齢者を感染から守る宿泊施設
への滞在支援事業の開始（18日）

・病床7,229床、宿泊療養施設
11,000室を確保
・立川南ワクチン接種センター開
設（1日）
・感染拡大時療養施設（立飛）運
用開始（9日）
・医療機能強化型、妊婦支援型、
高齢者等医療支援型の臨時医療
施設を整備（19日～）

・すべての診療・検査医療機関(約
4,200医療機関）をホームページに
公表（25日～）
・感染拡大時療養施設（立飛・高
松）完成（28日）高松は一部をワク
チン大規模接種会場に転用
・ワクチン接種率（28日現在）
（１回目：87.0% ２回目：86.3%
３回目：23.1%）

・エッセンシャルワーカーに係
る緊急人材確保サポート事業
の実施（１日）
・社会と家族を守る宿泊型テレ
ワークによるBCP支援事業の
実施（1日～）

・「TOKYOワクションアプリ」3回
目接種記録の登録機能を追加
（10日）

第Ⅴ期(令和３年11月～令和４年５月）における主な対策
～オミクロン株の特性を踏まえた対策を徹底し「感染は止める、社会は止めない」～
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時短要請（1/21～3/21まで延長）
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全体の対応等 感染拡大防止対策 医療提供体制等の確保 経済対策・セーフティネット強化

３月

・まん延防止等重点措置（３月７日
～３月21日まで延長）
・補正予算㊸（17日）

・リバウンド警戒期間（３月22日～
４月24日）

・知事会見（11日）「ワクチン接種
より一層加速」

・混雑している場所や時間を避け
て行動するよう依頼
・感染に不安を感じる都民に対し
て、検査を受けることを要請

・宿泊療養施設12,601室を確保
・診療・検査医療機関マップをリ
ニューアル（11日）
・予約なしでの３回目接種を実施
（行幸地下、立川高松、東京ドー
ム）（15日～）

・ワクチン接種率（31日現在）
（１回目：87.4% ２回目：86.7%
３回目：47.1%）

・事業復活支援金等を受給し
た方のための緊急支援の実施

・認証店：１テーブル４人以内・
２時間以内（陰性証明書活用
の場合を除く）（22日～）
・非認証店：１テーブル４人以
内・２時間以内・酒類の提供は
21時まで（22日～）

４月

・リバウンド警戒期間（４月25日～
５月22日まで延長）

・ＧＷ中に帰省や旅行をする都民
などに対して、検査を積極的に呼
び掛け

・高齢者施設、障害者施設向けに
専用相談窓口の開設及び即応支
援チームの派遣を開始（28日）
・ワクチン接種率（30日現在）
（１回目：87.5% ２回目：86.9%
３回目：58.5%）

・認証店：１テーブル８人以内・
２時間以内（陰性証明書活用
の場合を除く）（25日～）
・非認証店：１テーブル４人以
内・２時間以内・酒類の提供は
21時まで（25日～）

５月

・5月23日以降の取組（５月23日～
９月12日）

・補正予算㊹（24日）

・基本的な感染防止対策の徹底と
感染を拡げないための行動等を
依頼

・高齢者等医療支援型施設（旧東
京女子医大東医療センター）の後
継施設として、酸素・医療提供ス
テーション（赤羽）を高齢者等医療
支援型施設（赤羽）に転換（9日）
・ワクチン接種率（31日現在）
（１回目：87.6%  ２回目：87.1%
３回目：63.8%）

・認証店：人数制限等は終了
（23日～）
・非認証店：１テーブル４人以
内・２時間以内・酒類の提供は
21時まで（23日～）

第Ⅴ期(令和３年11月～令和４年５月）における主な対策
～オミクロン株の特性を踏まえた対策を徹底し「感染は止める、社会は止めない」～
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時短要請（1/21～3/21まで延長）
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全体の対応等 感染拡大防止対策 医療提供体制等の確保 経済対策・セーフティネット強化

６月

・熱中症に注意して場面に応じた、正し
いマスクの着用を呼び掛け

・病床確保レベル、宿泊療養施設稼働
レベル引き下げ（1日）
・酸素・医療提供ステーション（調布庁
舎）の後継施設として、酸素・医療提供
ステーション（立川）を開設（21日）
・ワクチン接種率（30日現在）
（１回目：87.7% ２回目：87.2%
３回目：66.2%）

・「もっとTokyo」をトライアル実施（6
月10日～7月31日）

７月

・「東京iCDC所長」の設置（１日）

・今夏の感染拡大への対策に関する方
針（15日）

・知事ぶら下がり（15日）「都民の生活
と命を守ることを最優先、①医療提供
体制の一層の強化、②ワクチン接種の
促進、③感染防止対策の徹底」

・知事会見（29日）「自分、そして大切な
人を守る特別期間」

・病床確保レベル引き上げ（12日）
・高齢者等医療支援型施設を世田谷玉
川（21日）・渋谷（31日）に開設
・感染拡大時療養施設（高松）の運用
を開始（27日）

・ワクチン接種率（31日現在）
（１回目：87.8% ２回目：87.3%
３回目：68.1%）

８月
・お盆期間中の感染防止対策を呼び掛
け（10日）

・お盆明けに向けた感染防止対策の呼
び掛け（18日）

・発熱相談センター回線を700に増（１日）
・東京都陽性者登録センターを開設（３
日）
・お盆期間中の臨時検査会場を設置（５
日～18日）
・お盆期間中の診療・検査体制確保（11
日～16日）
・ワクチン接種率（31日現在）
（１回目：87.9% ２回目：87.4%
３回目：69.7%）

９月

・補正予算㊺（９日）
・コロナとの共存に向けた都の方針決
定（13日）
・感染拡大防止の取組（13日～）

・発生届の全数届出の見直し（26日）

・知事ぶら下がり（13日）「コロナとの共
存に向けた生活」「①保健・医療提供
体制の充実、②ワクチン接種の促進、
③感染防止対策の徹底」

・後遺症対応医療機関をホームページ
で公表（８日）
・病床確保レベル、宿泊療養施設稼働
レベル引き下げ（30日）
・ワクチン接種率（30日現在）
（１回目：88.0% ２回目：87.5%
３回目：70.4%）

・「もっとTokyo」トライアル実施を再
開（１日～）

第Ⅵ期(令和４年６月～）における主な対策
～医療提供体制、ワクチン接種の促進、感染防止対策の徹底により、感染拡大防止と社会経済活動を両立～

-14-

luken
ハイライト表示

luken
ハイライト表示

luken
ハイライト表示



9/21
6,800.3

9/28
6,135.3

9/21
77.5%

9/28
90.2%

0%

100%

200%

300%

400%

500%

600%

700%

800%

900%

1,000%

1,100%

0人

5,000人

10,000人

15,000人

20,000人

25,000人

30,000人

35,000人

40,000人

45,000人

7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1 1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1

新規陽性者数

7日間移動平均

増加比

R4

-75-

新規陽性者数及び増加比の推移

R3

（注1）集団感染発生や曜日による件数のばらつきにより、日々の結果が変動するため、こうしたばらつきを平準化し全体の傾向を見る趣旨から、
過去７日間の移動平均値を陽性者数として算出

（注2）令和4年9月27日以降は全数届出の見直しに伴い、医療機関及び東京都陽性者登録センターから報告のあった年代別の新規陽性者数の合計を計上



主要繁華街夜間滞留人口の推移と実効再生産数：東京（2020年３月1日～2022年９月24日）

繁華街
夜間滞留
人口（人）

週あたり
感染者数

（人）

実
効
再
生
産
数

滞留人口22-24時 滞留人口20-22時 新規感染者数（報告日） 日別 ７日移動平均

解除
(3/21)

緊急
事態
宣言

(4/25)

重点
措置

(6/21)

緊急
事態
宣言
(1/8)

緊急
事態
宣言

(7/12)

解除
(9/30)

重点
措置

(1/21)

解除
(5/25)

緊急
事態
宣言
(4/7)

解除
(3/21)

0.85

（※）令和4年7月15日以降は、都外からの検体持ち込み及び
他県陽性者登録センター分を除く新規陽性者数を用いて作成 -79-



都内変異株の陽性率等の推移と新規陽性者数

※ N501Y(主にアルファ株)の起算点は、健安研におけるスクリーニング検査で初めて陽性が確認された2021.1.11-1.17の週とする。
※ L452R(デルタ株疑い)の起算点は、健安研におけるスクリーニング検査開始（R3.4/30～）後、初めて陽性が確認されたR3.5.3-5.9の週とする。なお、Ｌ452Ｒのスクリーニング

検査は、健安研において4/30から開始した。4/29以前については、4/1から4/29に受け付けた検体のうち、検査可能な検体から抽出し、改めてスクリーニング検査を実施している。
（4/29以前は5例の陽性例が検出されている。）

※ L452R陰性率（オミクロン株疑い）の起算点は、健安研におけるスクリーニング検査で初めて陽性が確認された12.14-12.20の週とする。判定不能を除いて算出。
※ L452R陽性率についても、R3年9月6日以降の週は、判定不能分を除いて算出
※ BA.2疑いの起算点は、健安研におけるスクリーニング検査で初めて陽性が確認された12.14-12.20の週とする。判定不能を除いて算出。
※ BA.5系統疑いの起算点は、健安研におけるスクリーニング検査で初めて確認された2022.5.24-5.30の週とする。判定不能を除いて算出。
※ R3年12月7日以降、火曜日から月曜日の1週間の期間（それ以前は、月曜日から日曜日までの1週間の期間で）集計

（令和４年１０月１９日時点）
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■新規陽性者数(公表日)
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（令和４年１０月１９日時点）

令和3年 令和4年

ワクチン接種率4回目



期間 新規陽性者数※2 入院患者数※3 重症患者数※4 死亡者数※5

第３波
R2.12.1～R3.2.28

累計 68,477 220,477 8,980(678) 1,051

最大値 2,459 [1/7] 3,427 [1/12] 160 [1/20] ー

第５波
R3.7.1～R3.9.30

累計 202,262 274,385 14,866(1,414) 837

最大値 5,807 [8/13] 4,351 [9/4] 297 [8/28] ー

第６波
R4.1.1～R4.3.31

累計 843,165 252,641 3,749(399) 1,203

最大値 20,642 [2/5] 4,273 [2/19] 87 [2/19.20] ー

第７波
R4.7.1～R4.9.30

累計 1,479,005 286,738 2,348(338) 1,342

最大値 39,534 [7/28] 4,459 [8/20] 43 [8/13] ー

【参考】
R4.4.1～R4.6.30

累計 339,866 113,369 860(81) 200

最大値 8,584 [4/7] 2,027 [4/14] 32 [4/2] ー

※1 第3波は令和2年12月1日～令和3年2月28日（89日間）、第5波は令和3年7月1日～9月30日（92日間）、第6波は令和4年1月1日～3月31日
（90日間）、第7波は令和4年7月1日～9月30日（92日間）として死亡日の期間ごとに算出。なお、本資料は、10月21日時点の情報に基づき、
取りまとめたものである。

※2 新規陽性者数は、都外からの検体持ち込み及び他県陽性者登録センター等分を除く。令和4年9月27日以降は全数届出の見直しに伴い、
医療機関及び東京都陽性者登録センターから報告のあった年代別の新規陽性者数の合計を計上

※3 入院患者数の累計は、日々の患者数を足し上げた延べ数
※4 重症患者数の累計は、日々の患者数を足し上げた延べ数。（）内は、新規に発生した患者数の累計
※5 死亡者数は、死亡日の期間ごとに集計。数値は、今後遡って訂正される可能性がある。

◼過去の流行を比較するため、感染が拡大した各期間において、7日間平均がピークを迎えた月
とその前後1か月を含めた「3カ月間(※1)」を便宜的に一つの波として仮定

◼なお、本資料では感染の規模が比較的大きかった第３波、第５波、第６波及び第７波を比較
（10月21日時点の情報に基づき取りまとめを実施）

第３波、第５波、第６波、第７波の比較（まとめ）
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■年代別死亡者数の比較

※ 第3波は令和2年12月1日～令和3年2月28日（89日間）、第5波は令和3年7月1日～9月30日（92日間）、
第6波は令和4年1月1日～3月31日（90日間）、第7波は令和4年7月1日～9月30日（92日間）として死亡日の期間ごとに算出

※ 死亡率は、対象期間内の「新規陽性者数」を分母とし、 同一期間内の「死亡者数」を分子として算出した推計値
※ 本資料は、10月21日時点の情報に基づき、取りまとめたものである。

■年代別死亡率（新規陽性者に対する死亡者数）の比較 ※%の横の数字は死亡者数

10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代以上 総計

第3波 0.000% 0 0.000% 0 0.016% 2 0.087% 9 0.220% 20 1.388% 71 4.981% 219 12.917% 469 18.112% 261 1.535% 1051

第5波 0.0033% 1 0.006% 4 0.053% 22 0.160% 52 0.615% 139 1.852% 126 5.380% 189 8.930% 192 16.970% 112 0.414% 837

第6波 0.001% 2 0.003% 4 0.006% 8 0.007% 9 0.040% 31 0.168% 61 0.874% 217 2.827% 488 5.239% 383 0.143% 1203

第7波 0.0031% 10 0.002% 6 0.002% 6 0.009% 22 0.025% 46 0.075% 64 0.404% 231 1.434% 530 2.958% 427 0.091% 1342

• 第７波では、これまでの波を上回る新規陽性者数が発生したことに伴い、死亡者は増加した
が、死亡率（新規陽性者に対する死亡者数）は低い傾向にある。

• 第７波では、10代以下で10名の方が亡くなり、これまでの波と比較して最多となっている。

第3波、第5波、第6波、第7波における死亡者の比較①
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第５波

第６波

第７波

有 なし／不明

61.7%

59.4%

48.5%

53.5%

13.4%

6.0%

18.5%

29.5%

24.9%

34.6%

32.9%

17.0%

第３波

第５波

第６波

第７波

新型コロナ 新型コロナ以外 不明■死因

新型コロナ
新型コロナ

以外 不明 総計

第３波 648 61.7% 141 13.4% 262 24.9% 1,050

第５波 497 59.4% 50 6.0% 290 34.6% 837

第６波 584 48.5% 223 18.5% 396 32.9% 1,203

第７波 718 53.5% 396 29.5% 228 17.0% 1,342

有 なし／不明 総計

第３波 826 78.6% 225 21.4% 1,050

第５波 624 74.6% 213 25.4% 837

第６波 969 80.5% 234 19.5% 1,203

第７波 1,184 88.2% 158 11.8% 1,342

■性別
男性 女性 総計

第３波 608 57.9% 443 42.2% 1,050

第５波 557 66.5% 280 33.5% 837

第６波 704 58.5% 499 41.5% 1,203

第７波 749 55.8% 593 44.2% 1,342

■基礎疾患

• 第７波では、約３割が新型コロナ以外の原因で亡くなっている。
• 基礎疾患を有する方の割合はいずれの波も７割を越えており、第７波は約９割と最も高い。

第3波、第5波、第6波、第7波における死亡者の比較②
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医療機関 高齢者福祉施設 児童福祉施設 障害者福祉施設

報告件数 報告陽性者数
1件当たり平均

陽性者数
報告件数 報告陽性者数

1件当たり平均
陽性者数

報告件数 報告陽性者数
1件当たり平均

陽性者数
報告件数 報告陽性者数

1件当たり平均
陽性者数

第3波 121 2,731 22.6 217 2,615 12.1 43 202 4.7 15 116 7.7
第5波 79 333 4.2 157 620 3.9 300 1,469 4.9 36 256 7.1
第6波 146 2,165 14.8 629 7,181 11.4 790 5,524 7.0 160 1,028 6.4
第7波 236 4,339 18.4 1,450 13,241 9.1 249 1,966 7.9 285 1,786 6.3

学校・教育施設 職場 飲食店 その他

報告件数 報告陽性者数
1件当たり平均

陽性者数
報告件数 報告陽性者数

1件当たり平均
陽性者数

報告件数 報告陽性者数
1件当たり平均

陽性者数
報告件数 報告陽性者数

1件当たり平均
陽性者数

第3波 64 340 5.3 101 547 5.4 24 148 6.2 32 283 8.8
第5波 228 984 4.3 186 1,006 5.4 32 111 3.5 25 133 5.3
第6波 653 6,201 9.5 29 211 7.3 3 12 4.0 24 227 9.5
第7波 62 618 10.0 18 204 11.3 0 0 0 11 69 6.3
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■ 報告数（件数及び陽性者数） ■ 施設別報告件数の構成比（割合）

※ 都内保健所より受けた報告実績を集計。速報値のため、後日確定データとして修正される場合がある。

（件数） （陽性者数）

• 第７波では、第６波と比較して複数発生事例の報告件数及び陽性者数は微減となっている。
• 第７波では、高齢者福祉施設の構成比は増加したが、1件当たりの平均陽性者数は減少している。
• 医療機関における報告件数、1件当たりの平均陽性者数が増加している。

同一感染源からの複数発生事例（各波の比較）
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世界各国と日本・東京の感染状況の比較

⚫ 日本・東京の感染者数・死亡者数（人口１００万人当たり）の
数値は、世界各国と比較して、ともに低い水準に抑えられている

世界各国の感染状況（９/30時点）
日本・東京は、感染者数、死亡者数ともに低く抑えられている

(人)

出典：https://ourworldindata.org/ （2022年９月30日まで）

(人)

死亡者数の水準（人口100万人当たり）

感
染
者
数
の
水
準
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人
口
１
０
０
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）

国別の感染状況（累計・推計）
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